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代表取締役 社長執行役員 吉 澤 正 信
取締役 副社長執行役員 志 津 田 　 　 　 篤
取締役 副社長執行役員 浦 西 信 哉
取締役 専務執行役員 森 田 幸 彦
取 締 役 島 田 芳 明
取 締 役（監査等委員） 朝 日 　 茂
取 締 役（監査等委員） 葭 葉 裕 子
取 締 役（監査等委員） 西 山 　 茂

● 役員（平成30年6月21日現在）

商 号 ユニプレス株式会社
英 文 社 名 UNIPRES CORPORATION
資 本 金 100億8,056万4,250円
従 業 員 数 10,014名（連結ベース）
本 社 〒222-0033

神奈川県横浜市港北区新横浜1-19-20
SUN HAMADA BLDG.5階
TEL 045-470-8250

発行済株式の総数 47,866,573株

株 主 数 5,309名

連結財務ハイライト 会社情報／株式情報／株主メモ

・住所変更等、当社株式に関する手続きにつきましては、お取引の証券
会社等にお問い合わせください。

・未払配当金の支払い、特別口座に記載された株式に関する手続きにつ
きましては、上記株主名簿管理人であるみずほ信託銀行にお問い合わ
せください。（注）島田芳明氏、葭葉裕子氏及び西山 茂氏は、社外取締役であります。

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座の口座管理機関）
の 照 会 先

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL  0120-288-324

● 株主メモ

株主のみなさまへ

WEBサイトのご案内

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

報 告 書第79期

Perfecting Machine PRESS Technologies: Going a Step Beyond
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■ 減価償却費／■ 設備投資 （百万円）

■ 売上高 （百万円）

■ 営業利益 （百万円）

■ 経常利益 （百万円）

■ 親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円）

■ 総資産 ／ ■ 純資産 （百万円）

■ 有利子負債 （百万円）

■ 1株当たり配当金 （円）■ 第2四半期末　■ 期末　

●株主優待についてのお知らせ
本年度の株主優待サービスは、平成30年3月31日時点で当社株
式を100株以上保有されている株主様を対象に、6 月下旬に株
主優待通知書を送付いたします。お申込期限は、平成30年9月
28日（必着）となっておりますので、お早めにお申込みください。

【株主優待に関するお問い合わせ先】
ユニプレス株主優待専用ダイヤル
■ T E L：0120-933-936
■ 受付時間：10 時〜17 時
 （土日祝日を除く、平成30年10月31日まで）

株主のみなさまには平素は格別のご高配に賜り厚く御礼申し上げます。

当社の第79期報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げます。

平成29年度の連結業績につきましては、アジアセグメントが好調に推移したこと

に加え、従来から取り組んでいるUPS（Unipres Production System）活動を深化

させ合理化に努めた結果、売上高3,308億円、営業利益260億円、経常利益264

億円、親会社株主に帰属する当期純利益159億円と、過去最高となりました。

ユニプレスは平成10年4月に山川工業と大和工業の合併により発足し、本年4月

に創立20周年を迎えました。創立以来、「モノづくりの心をひとつに」を合言葉に

UPS活動を強力に展開してまいりました。加えて、国内では内製工場や協力会社

の統廃合など、いくつもの困難な課題を克服し、生産体制を再構築しつつ、海外

では平成31年度に中国で立ち上げる東風ユニプレスホットスタンプ会社を含める

と、9ヵ国16拠点になるまでの積極的なグローバル化を推進してまいりました。

世界経済は、アメリカの保護貿易政策やイギリスのEU離脱による懸念等、先行

き不透明感は拭えません。自動車業界は、「100年に一度の大変革期」を迎えてい

ると言われております。キーワードとなる「電動化」「自動運転」「コネクテッド」、これ

らが同時並行で進行しており、単なる技術革新ではなく、異業種との融合を含め

た産業構造の変革という様相を呈しており、当社を取り巻く環境はますます厳しさ

を増しています。この難局を乗り越え、チャンスを確実に活かすことのできる強靭

でかつ柔軟な企業体質の構築を目指し、グローバルユニプレスが一丸となって

UPS活動を一層深化させ、収益力と競争力を高めてまいります。今後とも倍旧の

ご支援ご鞭撻をお願い申し上げます。

平成30年6月

代表取締役 社長執行役員 吉澤　正信
https://www.unipres.co.jp ユニプレス 検 索
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平成29年度のご報告

得意先の増産影響等により、前期比5.2％増の365億円と
なりました。

得意先の増産影響等により、前期比17.5％増の853億円
となりました。

平成28年度 平成29年度

連 結 321,168 330,890

日 本 107,071 104,954

米 州 106,727 104,041

欧 州 34,709 36,521

ア ジ ア 72,660 85,373

（百万円）
330,890
［+3.0％］

平成29年度平成28年度

［△1.3％］321,168

日本［△2.0％］

米州［△2.5％］

欧州［+5.2％］

アジア［+17.5％］

得意先の減産影響等により、前期比2.0％減の1,049億円
となりました。

日　本

欧　州

得意先の減産影響等により、前期比2.5％減の1,040億円
となりました。

米　州

アジア

地域別売上高 営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益

■ 営業利益増減分析 （億円）
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売 上 高 321,168 330,890 3.0％

営 業 利 益 23,025 26,047 13.1％

経 常 利 益 23,034 26,447 14.8％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

14,379 15,949 10.9％

（百万円）平成29年度　連結業績

平成29年度の配当について

　平成29年度は、1株につき22円50銭の中間配当を実施 
いたしました。期末配当につきましては、平成30年6月21
日開催の第79回定時株主総会において、1株につき32円 
50銭と決定いたしました。これにより、中間配当を含めま
した平成29年度の配当金は、1株につき55円となります。
　期末配当金は、平成30年6月22日から、お支払いを開始
いたします。配当金のお受け取りの方法は、次のとおりです。

▪「配当金領収証」によるお受け取り
同封の「配当金領収証」により、最寄りのゆうちょ銀行又
は郵便局でお受け取りください。

▪「銀行振込」をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いたしま
したので、ご確認ください。

▪「株式数比例配分方式」をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」
を同封いたしましたので、ご確認ください。

トピックス 第79回定時株主総会決議ご通知

平成 30年６月 21日開催の第 79回定時株主総会において、
下記のとおり報告並びに決議されましたので、ご通知申しあげます。

報告事項

第79期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）事業報告、連結計算書類
並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
本件は、上記の内容を報告いたしました。

1.

第79期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）計算書類報告の件
本件は、上記の内容を報告いたしました。

2.

決議事項

第１号議案 剰余金処分の件
本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金は１株につき32円50銭と決定いたしました。

第２号議案

第３号議案

取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件

監査等委員である取締役３名選任の件

本件は、当社提案どおり取締役に吉澤正信、志津田 篤、浦西信哉、森田幸彦、島田芳明の
各氏が選任され、それぞれ就任いたしました。

本件は、当社提案どおり監査等委員である取締役に朝日 茂、葭葉裕子、西山 茂の各氏が選
任され、それぞれ就任いたしました。

記

以　　上

　当社は、平成30年１月17～19日に東京ビッグサイトで開催された「オートモーティブワールド2018」
に初出展いたしました。「オートモーティブワールド」は、自動車業界における先端テーマや最新技術が一
堂に会する展示会であり、世界中の自動車メーカー、部品メーカーとの技術相談や商談の場にもなっていま
す。
　今回は、当社の強みをアピールし認知度を向上させ、受注や新規拡販などビジネスの拡大を目指すととも
に、業界の最新動向や市場の生の声を聴くことで今後の技術・営業戦略立案につなげることを目的に出展い
たしました。
　当日は会場に約４万人が来場。当社ブースでは、独自のプレス技術をもとに、超ハイテン材やホットスタ
ンプ技術を生かした軽量化と衝突安全性を両立させる車体部品に加えて、精密部品や樹脂部品を展示し、来
場したお客さまへ高い技術力を訴求しました。

「オートモーティブワールド2018」に初出展

注目が集まった電気自動車用
バッテリーケース

青と白を基調にした当社ブース
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となりました。

米　州

アジア

地域別売上高 営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益

■ 営業利益増減分析 （億円）
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平成28年度 平成29年度 前期比

売 上 高 321,168 330,890 3.0％

営 業 利 益 23,025 26,047 13.1％

経 常 利 益 23,034 26,447 14.8％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

14,379 15,949 10.9％

（百万円）平成29年度　連結業績

平成29年度の配当について

　平成29年度は、1株につき22円50銭の中間配当を実施 
いたしました。期末配当につきましては、平成30年6月21
日開催の第79回定時株主総会において、1株につき32円 
50銭と決定いたしました。これにより、中間配当を含めま
した平成29年度の配当金は、1株につき55円となります。
　期末配当金は、平成30年6月22日から、お支払いを開始
いたします。配当金のお受け取りの方法は、次のとおりです。

▪「配当金領収証」によるお受け取り
同封の「配当金領収証」により、最寄りのゆうちょ銀行又
は郵便局でお受け取りください。

▪「銀行振込」をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いたしま
したので、ご確認ください。

▪「株式数比例配分方式」をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」
を同封いたしましたので、ご確認ください。

トピックス 第79回定時株主総会決議ご通知

平成 30年６月 21日開催の第 79回定時株主総会において、
下記のとおり報告並びに決議されましたので、ご通知申しあげます。

報告事項

第79期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）事業報告、連結計算書類
並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
本件は、上記の内容を報告いたしました。

1.

第79期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）計算書類報告の件
本件は、上記の内容を報告いたしました。

2.

決議事項

第１号議案 剰余金処分の件
本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金は１株につき32円50銭と決定いたしました。

第２号議案

第３号議案

取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件

監査等委員である取締役３名選任の件

本件は、当社提案どおり取締役に吉澤正信、志津田 篤、浦西信哉、森田幸彦、島田芳明の
各氏が選任され、それぞれ就任いたしました。

本件は、当社提案どおり監査等委員である取締役に朝日 茂、葭葉裕子、西山 茂の各氏が選
任され、それぞれ就任いたしました。

記

以　　上

　当社は、平成30年１月17～19日に東京ビッグサイトで開催された「オートモーティブワールド2018」
に初出展いたしました。「オートモーティブワールド」は、自動車業界における先端テーマや最新技術が一
堂に会する展示会であり、世界中の自動車メーカー、部品メーカーとの技術相談や商談の場にもなっていま
す。
　今回は、当社の強みをアピールし認知度を向上させ、受注や新規拡販などビジネスの拡大を目指すととも
に、業界の最新動向や市場の生の声を聴くことで今後の技術・営業戦略立案につなげることを目的に出展い
たしました。
　当日は会場に約４万人が来場。当社ブースでは、独自のプレス技術をもとに、超ハイテン材やホットスタ
ンプ技術を生かした軽量化と衝突安全性を両立させる車体部品に加えて、精密部品や樹脂部品を展示し、来
場したお客さまへ高い技術力を訴求しました。

「オートモーティブワールド2018」に初出展

注目が集まった電気自動車用
バッテリーケース

青と白を基調にした当社ブース
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平成29年度のご報告

得意先の増産影響等により、前期比5.2％増の365億円と
なりました。

得意先の増産影響等により、前期比17.5％増の853億円
となりました。

平成28年度 平成29年度

連 結 321,168 330,890

日 本 107,071 104,954

米 州 106,727 104,041

欧 州 34,709 36,521

ア ジ ア 72,660 85,373

（百万円）
330,890
［+3.0％］

平成29年度平成28年度

［△1.3％］321,168

日本［△2.0％］

米州［△2.5％］

欧州［+5.2％］

アジア［+17.5％］

得意先の減産影響等により、前期比2.0％減の1,049億円
となりました。

日　本

欧　州

得意先の減産影響等により、前期比2.5％減の1,040億円
となりました。

米　州

アジア

地域別売上高 営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益

■ 営業利益増減分析 （億円）
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平成28年度 平成29年度 前期比

売 上 高 321,168 330,890 3.0％

営 業 利 益 23,025 26,047 13.1％

経 常 利 益 23,034 26,447 14.8％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

14,379 15,949 10.9％

（百万円）平成29年度　連結業績

平成29年度の配当について

　平成29年度は、1株につき22円50銭の中間配当を実施 
いたしました。期末配当につきましては、平成30年6月21
日開催の第79回定時株主総会において、1株につき32円 
50銭と決定いたしました。これにより、中間配当を含めま
した平成29年度の配当金は、1株につき55円となります。
　期末配当金は、平成30年6月22日から、お支払いを開始
いたします。配当金のお受け取りの方法は、次のとおりです。

▪「配当金領収証」によるお受け取り
同封の「配当金領収証」により、最寄りのゆうちょ銀行又
は郵便局でお受け取りください。

▪「銀行振込」をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いたしま
したので、ご確認ください。

▪「株式数比例配分方式」をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」
を同封いたしましたので、ご確認ください。

トピックス 第79回定時株主総会決議ご通知

平成 30年６月 21日開催の第 79回定時株主総会において、
下記のとおり報告並びに決議されましたので、ご通知申しあげます。

報告事項

第79期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）事業報告、連結計算書類
並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
本件は、上記の内容を報告いたしました。

1.

第79期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）計算書類報告の件
本件は、上記の内容を報告いたしました。

2.

決議事項

第１号議案 剰余金処分の件
本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金は１株につき32円50銭と決定いたしました。

第２号議案

第３号議案

取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件

監査等委員である取締役３名選任の件

本件は、当社提案どおり取締役に吉澤正信、志津田 篤、浦西信哉、森田幸彦、島田芳明の
各氏が選任され、それぞれ就任いたしました。

本件は、当社提案どおり監査等委員である取締役に朝日 茂、葭葉裕子、西山 茂の各氏が選
任され、それぞれ就任いたしました。

記

以　　上

　当社は、平成30年１月17～19日に東京ビッグサイトで開催された「オートモーティブワールド2018」
に初出展いたしました。「オートモーティブワールド」は、自動車業界における先端テーマや最新技術が一
堂に会する展示会であり、世界中の自動車メーカー、部品メーカーとの技術相談や商談の場にもなっていま
す。
　今回は、当社の強みをアピールし認知度を向上させ、受注や新規拡販などビジネスの拡大を目指すととも
に、業界の最新動向や市場の生の声を聴くことで今後の技術・営業戦略立案につなげることを目的に出展い
たしました。
　当日は会場に約４万人が来場。当社ブースでは、独自のプレス技術をもとに、超ハイテン材やホットスタ
ンプ技術を生かした軽量化と衝突安全性を両立させる車体部品に加えて、精密部品や樹脂部品を展示し、来
場したお客さまへ高い技術力を訴求しました。

「オートモーティブワールド2018」に初出展

注目が集まった電気自動車用
バッテリーケース

青と白を基調にした当社ブース
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平成29年度のご報告

得意先の増産影響等により、前期比5.2％増の365億円と
なりました。

得意先の増産影響等により、前期比17.5％増の853億円
となりました。

平成28年度 平成29年度

連 結 321,168 330,890

日 本 107,071 104,954

米 州 106,727 104,041

欧 州 34,709 36,521

ア ジ ア 72,660 85,373

（百万円）
330,890
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平成29年度平成28年度

［△1.3％］321,168

日本［△2.0％］

米州［△2.5％］

欧州［+5.2％］

アジア［+17.5％］

得意先の減産影響等により、前期比2.0％減の1,049億円
となりました。

日　本

欧　州

得意先の減産影響等により、前期比2.5％減の1,040億円
となりました。

米　州

アジア

地域別売上高 営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益

■ 営業利益増減分析 （億円）
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売 上 高 321,168 330,890 3.0％

営 業 利 益 23,025 26,047 13.1％

経 常 利 益 23,034 26,447 14.8％

親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

14,379 15,949 10.9％

（百万円）平成29年度　連結業績

平成29年度の配当について

　平成29年度は、1株につき22円50銭の中間配当を実施 
いたしました。期末配当につきましては、平成30年6月21
日開催の第79回定時株主総会において、1株につき32円 
50銭と決定いたしました。これにより、中間配当を含めま
した平成29年度の配当金は、1株につき55円となります。
　期末配当金は、平成30年6月22日から、お支払いを開始
いたします。配当金のお受け取りの方法は、次のとおりです。

▪「配当金領収証」によるお受け取り
同封の「配当金領収証」により、最寄りのゆうちょ銀行又
は郵便局でお受け取りください。

▪「銀行振込」をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いたしま
したので、ご確認ください。

▪「株式数比例配分方式」をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」
を同封いたしましたので、ご確認ください。

トピックス 第79回定時株主総会決議ご通知

平成 30年６月 21日開催の第 79回定時株主総会において、
下記のとおり報告並びに決議されましたので、ご通知申しあげます。

報告事項

第79期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）事業報告、連結計算書類
並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
本件は、上記の内容を報告いたしました。

1.

第79期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）計算書類報告の件
本件は、上記の内容を報告いたしました。

2.

決議事項

第１号議案 剰余金処分の件
本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金は１株につき32円50銭と決定いたしました。

第２号議案

第３号議案

取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件

監査等委員である取締役３名選任の件

本件は、当社提案どおり取締役に吉澤正信、志津田 篤、浦西信哉、森田幸彦、島田芳明の
各氏が選任され、それぞれ就任いたしました。

本件は、当社提案どおり監査等委員である取締役に朝日 茂、葭葉裕子、西山 茂の各氏が選
任され、それぞれ就任いたしました。

記

以　　上

　当社は、平成30年１月17～19日に東京ビッグサイトで開催された「オートモーティブワールド2018」
に初出展いたしました。「オートモーティブワールド」は、自動車業界における先端テーマや最新技術が一
堂に会する展示会であり、世界中の自動車メーカー、部品メーカーとの技術相談や商談の場にもなっていま
す。
　今回は、当社の強みをアピールし認知度を向上させ、受注や新規拡販などビジネスの拡大を目指すととも
に、業界の最新動向や市場の生の声を聴くことで今後の技術・営業戦略立案につなげることを目的に出展い
たしました。
　当日は会場に約４万人が来場。当社ブースでは、独自のプレス技術をもとに、超ハイテン材やホットスタ
ンプ技術を生かした軽量化と衝突安全性を両立させる車体部品に加えて、精密部品や樹脂部品を展示し、来
場したお客さまへ高い技術力を訴求しました。

「オートモーティブワールド2018」に初出展

注目が集まった電気自動車用
バッテリーケース

青と白を基調にした当社ブース
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● 会社概要（平成30年3月31日現在）● 株式関連の情報（平成30年3月31日現在）

代表取締役 社長執行役員 吉 澤 正 信
取締役 副社長執行役員 志 津 田 　 　 　 篤
取締役 副社長執行役員 浦 西 信 哉
取締役 専務執行役員 森 田 幸 彦
取 締 役 島 田 芳 明
取 締 役（監査等委員） 朝 日 　 茂
取 締 役（監査等委員） 葭 葉 裕 子
取 締 役（監査等委員） 西 山 　 茂

● 役員（平成30年6月21日現在）

商 号 ユニプレス株式会社
英 文 社 名 UNIPRES CORPORATION
資 本 金 100億8,056万4,250円
従 業 員 数 10,014名（連結ベース）
本 社 〒222-0033

神奈川県横浜市港北区新横浜1-19-20
SUN HAMADA BLDG.5階
TEL 045-470-8250

発行済株式の総数 47,866,573株

株 主 数 5,309名

連結財務ハイライト 会社情報／株式情報／株主メモ

・住所変更等、当社株式に関する手続きにつきましては、お取引の証券
会社等にお問い合わせください。

・未払配当金の支払い、特別口座に記載された株式に関する手続きにつ
きましては、上記株主名簿管理人であるみずほ信託銀行にお問い合わ
せください。（注）島田芳明氏、葭葉裕子氏及び西山 茂氏は、社外取締役であります。

株 主 名 簿 管 理 人
（特別口座の口座管理機関）
の 照 会 先

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL  0120-288-324

● 株主メモ

株主のみなさまへ

WEBサイトのご案内

平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

報 告 書第79期

Perfecting Machine PRESS Technologies: Going a Step Beyond

証券コード：5949

平成28年3月期 325,423

321,168平成29年3月期

平成30年3月期 330,890

平成28年3月期

平成29年3月期

平成30年3月期

129,253
233,274

135,320
241,052

154,678
250,712

平成28年3月期 22,033

平成29年3月期 23,025

平成30年3月期 26,047

平成28年3月期

平成29年3月期

平成30年3月期

30,333

22,446

13,144

平成28年3月期 18,186

平成29年3月期 23,034

平成30年3月期 26,447

平成28年3月期

平成29年3月期

18,443
17,734

20,038
18,318

平成30年3月期
23,154

18,583

平成28年3月期

平成29年3月期

9,750

14,379

平成30年3月期 15,949

平成28年3月期

平成29年3月期

平成30年3月期

17.50 17.50 35.00

17.50 27.50 45.00

22.50 32.50 55.00

■ 減価償却費／■ 設備投資 （百万円）

■ 売上高 （百万円）

■ 営業利益 （百万円）

■ 経常利益 （百万円）

■ 親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円）

■ 総資産 ／ ■ 純資産 （百万円）

■ 有利子負債 （百万円）

■ 1株当たり配当金 （円）■ 第2四半期末　■ 期末　

●株主優待についてのお知らせ
本年度の株主優待サービスは、平成30年3月31日時点で当社株
式を100株以上保有されている株主様を対象に、6 月下旬に株
主優待通知書を送付いたします。お申込期限は、平成30年9月
28日（必着）となっておりますので、お早めにお申込みください。

【株主優待に関するお問い合わせ先】
ユニプレス株主優待専用ダイヤル
■ T E L：0120-933-936
■ 受付時間：10 時〜17 時
 （土日祝日を除く、平成30年10月31日まで）

株主のみなさまには平素は格別のご高配に賜り厚く御礼申し上げます。

当社の第79期報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶申し上げます。

平成29年度の連結業績につきましては、アジアセグメントが好調に推移したこと

に加え、従来から取り組んでいるUPS（Unipres Production System）活動を深化

させ合理化に努めた結果、売上高3,308億円、営業利益260億円、経常利益264

億円、親会社株主に帰属する当期純利益159億円と、過去最高となりました。

ユニプレスは平成10年4月に山川工業と大和工業の合併により発足し、本年4月

に創立20周年を迎えました。創立以来、「モノづくりの心をひとつに」を合言葉に

UPS活動を強力に展開してまいりました。加えて、国内では内製工場や協力会社

の統廃合など、いくつもの困難な課題を克服し、生産体制を再構築しつつ、海外

では平成31年度に中国で立ち上げる東風ユニプレスホットスタンプ会社を含める

と、9ヵ国16拠点になるまでの積極的なグローバル化を推進してまいりました。

世界経済は、アメリカの保護貿易政策やイギリスのEU離脱による懸念等、先行

き不透明感は拭えません。自動車業界は、「100年に一度の大変革期」を迎えてい

ると言われております。キーワードとなる「電動化」「自動運転」「コネクテッド」、これ

らが同時並行で進行しており、単なる技術革新ではなく、異業種との融合を含め

た産業構造の変革という様相を呈しており、当社を取り巻く環境はますます厳しさ

を増しています。この難局を乗り越え、チャンスを確実に活かすことのできる強靭

でかつ柔軟な企業体質の構築を目指し、グローバルユニプレスが一丸となって

UPS活動を一層深化させ、収益力と競争力を高めてまいります。今後とも倍旧の

ご支援ご鞭撻をお願い申し上げます。

平成30年6月

代表取締役 社長執行役員 吉澤　正信
https://www.unipres.co.jp ユニプレス 検 索
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